
指導展開例  

理科と社会科の教科横断的な防災教育 

中等教育学校 

第 1学年 

理科×社会 

１ 実施のポイント 
 ・理科・社会科での防災に関わる既習事項を最大限に発揮できるようにする。 
 ・本校の家庭科で、防災用品や災害への備えに関わる内容を扱い教科横断的に繋がるよ 

うにする。 
 
２ 教科・学年 理科（社会科と共同研究） 第１学年 
 
３ 単元名・題材名 「Unit2 大地の成り立ちと変化～開成 我が家を守り隊！～」 
 
４ 授業の位置付け 

本校では、第１学年理科の授業で、大地の動きや地震のしくみ、火山のしくみについ
て学んだ後、総括的評価課題として４都市から１つを選択し、その地域で起こりうる自
然災害を考え、その災害に対する防災・減災案を提案する学習を行っている。 
また、社会科では地域調査手法の単元として自分の住んでいる地域の特徴、その地域

をよりよくする方法、自然災害に対する備えをプレゼンテーションする学習を行った。 
本授業では、理科で学んだ地域の情報や過去のデータから、起こりうる災害、その被

害を推測するとともに、社会科で学んだ地形図の使い方やハザードマップの読み取り方
を活用し、自分の住む家に起こる可能性のある災害を、根拠をもって考え、被害を推測
する。さらに、自然の力によって引き起こされる脅威を自分ごととして捉え、防災・減
災の観点を身に付けられる授業として位置付ける。授業後は、作成したスライドをもと
に保護者へプレゼンし、各家庭の防災意識を高める役割を担うことができるようにした。 
なお、本授業後には家庭科の住環境についての授業の中で災害への具体的な備えを考

える活動につなげる予定である。 
 

５ 本時の目標 
・様々なハザードマップから、必要な情報を収集し、整理することができる。 
・収集・整理した情報から、起こりうる災害・被害について根拠をもって考えることが 
できる。 

 

６ 本時の展開（理科 100分） 

 子どもの学習活動 教師のかかわり 
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１ 本日の授業の流れ・ねらいを確認する 
・【社会科で行った「よりよい札幌」の流れ】
パワーポイント（No.1～5)をもとに、地形
分類の重ねるハザードマップを利用し「区
で起こりうる災害」を考える。 
  
・【理科で作成した「防災・減災案」の作成
方法を確認する】パワーポイント（No.6～
7) をもとに、以下の流れで具体的な防災・
減災案を考える。 

 
⑴その地区の「防災情報」「周辺の地形」 
等を調べる 

⑵起こりうる災害を考える 
⑶想定される被害を考える 

各チーム、在住
区ごとにグルー
プをつくる。 
※地震、洪水、土
砂災害のハザー
ドマップや、さ
っぽろ防災ポー
タ ル を 紹介 す
る｡ 
  
ハザードマップ
を効果的に活用
できているか、
机間巡視し適宜
指導する。 

セルフチェック４
（協働による課題
解決） 
居住区ごとにグ

ループをつくり、
居住区内での共通
性や多様性を考え
る活動を取り入
れ、協働に必然性
をもたせる。 

セルフチェック
１・２ 
（興味・関心をも
つ） 
自分の家に焦点

を当て、自分ごと
として捉えられる
題材設定。 
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２ 課題をつかむ 
・パワーポイント （No.8)をもとに課題の
確認をする。 
 
 
 
 
 
・パワーポイント（No.9～11)をもとに社会
で考えた「区で起こりうる災害」の情報を
活用する。 
 
・理科の⑴～⑶の流れに準拠し、パワーポ
イント（No.12～15)をもとに具体的な防
災・減災案を考える。 
 
・情報を整理する。 
⑴情報の確認 
家屋全壊率、予想最大震度、液状化危   
険度等。 

⑵新しい情報の共有 
  浸水、洪水の可能性や土砂災害の可能

性。 
⑶交流【共通性・多様性】 

 ・共通点は何か？ 
・相違点は何か？ 
⑷共通点と相違点の理由を考える。 

 ・どうして共通なのか？  
・どうして違うのか？ 
⑸課題作成開始 
⑹終了 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
社会科の学習を
基に記入。 
 
浸水ハザードマ
ップや重ねるハ
ザードマップを
活用する。 
 
 
 
 
この時間中に作
成し、１週間以
内に保護者へプ
レゼンし、保護
者コメントをも
らう（パワーポ
イント No.16) 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

セルフチェック５
（多面的・多角的
に考察） 
「 予 想 最 大 震

度」「液状化危険
度」等の項目につ
いて、共通性と多
様性の２観点から
考察する。 

セルフチェック５
（多面的・多角的
に考察） 
今までの情報と

新しい情報につい
ての共通性と多様
性の２観点から考
察する。 

セルフチェック３ 
（見通しをもつ） 
課題を明確に捉

え、既習事項を活
用しつつ、情報を
整理することで、
課題解決に向けて
見通しをもつ。 

セルフチェック６ 
（実感をもつ） 
各家庭で作成し

たスライドを用い
てプレゼンし、保護
者からフィードバ
ックをもらうこと
で、自分の学びが自
立した生活に結び
付く実感をもつ。 

【課題解決の姿】 

我が家が災害によって受ける被害を、根拠をもって考え

ることができているか。 

【課題】 

我が家は災害によって、どのような被害を受ける可能性

があるだろうか。 



 

７ 資料  

①保護者向け文書 

令和 4 年 12 月吉日 

１学年保護者の皆様へ 

市立札幌開成中等教育学校 

基礎期教科担当教諭   

 

環境week理科×社会「開成 我が家を守り隊」 

コメントご協力のお願い 

 

 平素より本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、心よりお礼申し上げます。 

開成中等教育学校では「SSH コズモ環境ウィーク」と題し、「環境」に対して多方向からアプローチ

し、各専門分野の学習や概念を用いて、問題提起や問題解決をする力を育むための取組を行っています。

その１つとして「１学年理科×社会」の授業で「開成 我が家を守り隊」と題し、生徒１人１人が自分の

住んでいる区域の特徴などを調査し、自分の家に起こりうる災害・その被害についてまとめる授業を行

いました。授業の一環として、その内容をご家庭でプレゼンし、フィードバック（コメント）をもらっ

て終わりとしています。お手数をおかけしますが、ぜひお子さまの考えた発表をお聞きいただき、簡単

で構いませんので、フィードバック（コメント）の記入をお願い致します。 

 

下線部から切り取り、お子さまにお渡しください。 

 

―――――――――――――――――――キリトリセン――――――――――――――――――― 

 

5：よく当てはまる ４：おおむね当てはまる ３：どちらともいえない ２：あまり当てはまらない １：当てはまらない 

 項目 〇をつけてください 

1 内容はわかりやすかったですか？ ５   ４   ３   ２   １ 

2 科学的な根拠の説明がありましたか？ ５   ４   ３   ２   １ 

3 想定される被害を詳しく説明していましたか？ ５   ４   ３   ２   １ 

4 危機感を覚えましたか？ ５   ４   ３   ２   １ 

一言でよいので、何かコメントを記入してください。 

 

 

 

 

 

提出期限 12月  日（  ） 



１年  チーム   番 生徒氏名                  

②ワークシート 

 

開成 我が家を守り隊！！   ﾁｰﾑ   番 氏名：                  

 

１、社会「よりよい札幌」でまとめた   ２、さらに情報を整理する(5min) 

情報を整理する(5min) 

家屋全壊率   
浸水の可能性 

(浸水ハザードマップから) 
 

予想最大震度   
洪水の可能性 

(重ねるハザードマップから) 
 

液状化危険度   
土砂災害の可能性 

(重ねるハザードマップから) 
 

その他 
 

 
 その他  

 

３、交流しよう！【共通性】【多様性】 同じ区どうしで「共通点」「相違点」を探す(10min) 

共通点【共通性】 

 

相違点【多様性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４、交流しよう！【創造的思考スキル】【整理整頓スキル】 「共通点」「相違点」の理由は？(10min) 

なぜ共通？ なぜ違う？ 
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我が家を守り隊!!!

環境week 2022 1学年
理科×社会

1

社会：データの 理科：調査→災害→被害

収集方法・考え方 の考え方

自分の家に起こりうる
災害・その被害

2

例）室蘭市○○町在住 N先生 の場合

社会での視点

・津波の危険性アリ

・津波が来ないところは

土砂災害の危険性アリ

ハザードマップから

危険性を考えた

3 4

k306020
スタンプ

k306020
スタンプ
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5

例）室蘭市○○町在住 N先生 の場合

理科での視点

調査 湾に属している

災害 津波の危険性アリ

被害 低地では浸水が起こる

提案 防波堤をつくり、

津波の被害を抑えよう
6

7

社会：データの 理科：調査→災害→被害

収集方法・考え方 の考え方

自分の家に起こりうる
災害・その被害

8

k306020
スタンプ

k306020
スタンプ
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自分の家に起こりうる災害・その被害

①調査・比較・検討する

②「スライド」「紙」の

いずれかで作成する

③保護者に提案し、

フィードバックをもらう
9

自分の家に起こりうる災害・その被害

①調査・比較・検討する レベル：並

・自分の家は何区のどこにある？

・ハザードマップでの情報は？

・自分の家付近の地形・特徴は？

10

自分の家に起こりうる災害・その被害

①調査・比較・検討する レベル：高

同じ区での災害の共通点・相違点
→なぜ同じ？なぜ違う？

危険性が高い
→なぜ高い？

11

自分の家に起こりうる災害・その被害

②「スライド」「紙」のいずれかで作成する

スライドの構成例

１、我が家付近の特徴

※ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟや検討から

２、起こりうる災害

３、起こりうる被害

12

k306020
スタンプ

k306020
スタンプ
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我が家を守り隊！ (N先生の場合)

１、我が家付近の特徴
① 湾がある

② 山がある

13

我が家を守り隊！ (N先生の場合)

２、起こりうる災害
① 湾がある

→津波・高潮が到達
する恐れがある

② 山がある
→土砂災害の恐れ

14

我が家を守り隊！ (N先生の場合)

３、起こりうる被害

① 津波・高潮が到達する恐れがある
→家が浸水する、

② 土砂災害の恐れがある
→家が埋まってしまう、生き埋めになる

15

自分の家に起こりうる災害・その被害

②「スライド」「紙」のいずれかで作成する
③保護者に提案し、フィードバックをもらう

70分程度でできる範囲で
①わかりやすさ
②根拠があるかどうか
③説明不足はないか
④危機感を覚えたかどうか 16

k306020
スタンプ

k306020
スタンプ


